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令和元年度事業報告 

           
 

本学は「信頼の教育」を第一に考え、ここに学ぶ若者一人

ひとりの潜在能力を引き出し、個性を生かしながら、教養

の向上、専門能力の向上、そして人格の向上を遂行する教

育を行います。 

本学では、10 年後のあるべき姿を示した「倉敷芸術科学大学ビジョン（2017 年

度策定）」を具現化するため、最初の５年間で取り組む「アクションプラン 2017‐

2021」を策定しています。アクションプランは 12 項目の中期目標と、目標達成に

向けた 30 項目の中期計画で構成されており、中期計画の各項目に対する単年度での

取り組みを「事業報告」として取り纏めました。 

事業計画は、「教育」「研究・創作」「社会連携」「内部質保証」「経営基盤の安定化」

といったビジョンを支える事業の５つの柱にそれぞれ分類して遂行いたしました。学生に対しては、勉学に

専念し主体的かつ有意義に学生生活を送ることが出来るよう、各種支援体制を構築しました。９月には高等

教育の修学支援新制度の支援対象機関として認定され、新入生、在学生に対してより一層の支援体制を整え

ることができました。 

学ぶ者と教える者の信頼関係を重視した人間教育である「信頼の教育」の実践のために情熱を注いでまい

ります。教員に対しては、個々の教育研究活動に関する点検・評価の実施や、研究活動遂行のための外部研

究資金獲得の促進等によって、能力や資質の向上を図るとともに、個々の能力を集結させチームワークとし

て教育力を増強し、教職員一体となった学生支援体制を構築します。地域社会に対しては、地方大学の使命

として本学の教育研究成果を還元することで地域社会の発展に貢献します。また、地域の行政や産業界、諸

団体と連携交流を図り、地域に期待され、愛され、信頼される個性輝く大学を目指します。10 月には、倉敷

市「真備地区復興ビジョン」事業の一環として、願いと希望を込めたスカイランタン 500 個を飛ばすイベン

トを開催するなど地域に根ざした活動を行いました。 

芸術、文化、近代産業の街・倉敷に位置する本学は開学以来、「芸術と科学の協調」をスローガンに掲げて

教育研究を実践してまいりました。そしてその教育研究は、「建学の理念」に基づき、有能で人間性豊かな人

材を育成することにあります。 

いつの時代でも私たちが純粋に願うのは、学生がこれからの将来を、幸せにかつ強く生き抜いて欲しいと

いうことです。引き続き、倉敷芸術科学大学らしさとは何かを考え、「大学力」の向上に全教職員が一丸とな

って取り組み、倉敷の上質なイメージを冠にいただく大学ブランドを確立し、地域から頼りにされる大学と

して、機能的な管理運営体制を常に整備してまいります。 

 

倉敷芸術科学大学 学長 河野 伊一郎 
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Ⅰ．教育について 

学ぶ者と教える者の信頼関係を重視した人間教育である「信頼の

教育」を実践するため、教育課程・学生支援・就職支援を充実・

推進する。 

  

１．教育に関する中期目標 

人間教育を重視する大学として必要な教育支援体制を充実・強化し、教育課程の検証・改訂体制を確立する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

（１）全学的教学マネジメント体制の構築 

①学修成果（ラー

ニングアウトカム

ズ）の達成状況を

検証する体制を確

立する。 

【D-1】 ○カリキュラムマップを利用し

た学修成果の検証方法を策定す

る。 

○カリキュラムマップを利用した学修成

果の検証方法の策定には至らなかったが、

カリキュラムマップの利点・欠点を整理

し、今後の利用方法についてまとめた。 

②教学組織の再編

や既存学部学科の

見直し、他機関と

の連携を含めた弾

力的な組織づくり

をする。 

【D-2】 ○1）共通教育組織の再編案策定

に向け、昨年度のワーキンググ

ループの議論を基に、現在の教

育推進組織体制を強化する。 

 

○2）他機関との連携も含めた弾

力的な組織案の策定に向けて引

き続き議論を進め、教学組織の

再編や既存学部学科を見直す。 

 

○1）全学教育組織の再編強化を具体化す

るために３つのタスクフォースを設けて

審議し、「全学教育組織の再編強化案」が

提出され、了承された。 

 

○2）事務組織改編及び、教員による各種

協議運営機関としてのセンターの整備案

が協議を経て策定され、それぞれの構成員

及び運営体制が整備された。令和２年度発

進に向けてすでに前倒しで各種準備活動

が始動している。学部学科のあり方につい

ては、引き続き執行部において活発に議論

されており、収束地点が近づいている。 

（２）大学院教育の再構築 

①定員規模を見直

すとともに、将来

の方向性を明確に

するために抜本的

な大学院組織改革

に取り組む。 

【D-3】 ○学生数の向上については、定

員規模の見直しに加え、留学生

や社会人など外部からの進学も

含めて、多角的な方策を検討し、

定員充足を図る。 

 

 

○研究科・専攻の改組の検討に

ついては、大学院委員会の枠を

越えて、人間文化研究科と危機

管理学部の大学院準備の組織を

立ち上げ、IR・企画室と連携し

て、人間文化研究科再編の準備

を進めていく。当委員会は全学

的な立場から、特に芸術と科学

の協調の視点を踏まえて、引き

続き調整役として努めていく。 

○留学生、社会人向けの各案内 Web ペー

ジの開設に向けて、修了生にメッセージの

寄稿を依頼するなどの準備が進行中であ

る。定員充足を図るための留学生、社会人

向け Web ページの開設までには至ってい

ない。 

 

○カリキュラム改編案に関する最終的な

承認を大学協議会（10/9）において得るこ

とができた。学則変更に関する所定の手続

きを行った。 

（３）教育支援体制の充実 

①教育業績の評価

に取り組み、優れ

た教育業績に対す

る適切な評価体制

【D-4】 ○授業改善のための FD 活動と

して授業公開を位置づけ、前年

度「授業アンケート」から高評

価の授業を選択し、前期、後期

〇第３回教育研究推進委員会にて各学科

で検討した内容を議論したことにより後

期に参観者数増加がみられ、年度換算のべ

10 名の増加がみられた。 
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を構築する。 １回ずつ実施を行い、各教員が

年１回以上の参加について義務

化を検討する。 

 

 

年間参加状況（前期＋後期） 

 
『2019 年度授業公開参観記録シート一覧

表』（2019 年度第５回教育推進研究委員

会配布資料）より抜粋 

 

事業計画では年１回以上の参加義務化

検討を挙げたが積極的な参加がみられる

ようになっているため、今後第３回教育推

進委員会での学科案を全学で共有するこ

とでより一層の優れた教育への方向性が

定まると考えられる。 

 

    

２．学生支援に関する中期目標 

学生一人ひとりが、主体的に学ぶことができる教育環境を整備するとともに、勉学に専念し、有意義な学生

生活を送ることができるよう、修学支援・生活支援・進路支援体制を構築する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

（１）学習支援のための教育環境の整備 

①学生一人ひとり

が、主体的に学ぶ

ことができる学習

支援の場を設定す

る。 

【D-5】 ○「学生が主体的に学習できる

支援の場」という課題に取り組

むため、昨年度に引き続きピア

サポートについての取組みの現

状を調査する。 

 

○図書館の利用と学習環境の整

備を以下のとおり促進する。 

１-１）図書館利用について 

実施済のアンケートに関しては

改善・検討を行う。 

 

○１-２）図書館講習会・図書館

講演会開催。図書館で講習会・

講演会を積極的に開催、情報を

収集できる場所として学生への

利用指導を行う。テーマ展示を

開催する。 

 

○２-１）学習環境の整備につ 

いて図書館利用促進を図るた 

め貸出バッグを製作する。 

 

○２-２）利用者アンケートで 

要望が多かった飲み物摂取エ 

リアを設置する。 

○ピアサポートの各学科の現状について

調査を実施した。ピアサポートの各学科の

現状について調査結果をまとめられてい

ない。 

 

 

○１-１）改善率 85％、13 項目の要望に対

して 11 項目の改善を図った。他２件は委

員会の中で検討中である。 

 

 

 

○１-２）講習会８回、図書館ツアー３回、

図書館講演会１回を開催した。テーマ展示

はミニテーマ展示を含め、月１回のペース

で実施した。 

 

 

 

○２-１）学生協業によりデザインを学生

に創作してもらい、大型図書も入る機能性

を重視した貸出バッグの製作をした。 

 

○２-２）水分摂取エリアにコミックコー

ナーを併設し、くつろぎを兼ねた学習スペ

ースとして図書館ラウンジコーナーを設

置した。 
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②障がいを持つ学

生に対する実効性

のある支援体制を

充実させ、学習環

境を整備する。 

【D-6】 ○障がいのある学生に対する支

援体制をさらに改善する。 

○入学前の支援要請に対し、各学科・各部

署で情報共有する体制を確立した。また、

さらに入学後の支援体制を改善し、より適

切な合理的配慮が可能な体制を確立した。 

（２）学生生活の活性化に向けた支援の充実 

①学生のキャンパ

スライフを充実さ

せるために、部活

動等の課外活動の

支援体制を強化す

る。 

【D-7】 ○部活動をしている学生の満足

度を上げるための支援策を策定

する。 

 

○学生満足度アンケートを実施した。 

結果を集計した。 

②学生関連情報等

を統一管理するシ

ステムに学生自己

評価・診断システ

ムを組み込む。 

【D-8】 ○学生の自己評価・診断システ

ムに関する他大学の調査を継続

して実施する。 

 

○学生自己評価・診断システム（学習ポー

トフォリオ）に関する他大学の調査を行っ

た。結果を学生生活委員会で報告した。 

 

    

３．就職支援の充実に関する中期目標 

就職に強い大学として、保護者及び高校から一定の評価を受けるような取り組みを実行する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

①教員の全面的協

力を取り込む体制

作りを行う。 

【D-9】 ○1）全職員が協力し学生をサポ

ートする体制作りを行い、より

良いキャリア支援が行えるよう

改善に努める。 

 

 

○2）キャリア支援の充実及び学

生の満足度向上のため、全職員

が一体となり有効的な体制を構

築する。 

○①学生の希望進路や適性、性

格、学力等の学生個々の属性の

把握 

 

○②学生個々の属性に応じたキ

ャリア形成支援体制の構築 

 

 

 

 

○③低年次からのキャリア形成

意欲の向上 

 

 

 

○④就職活動の遅れへの対応 

 

 

○就職委員を中心とした学科教員とのサ

ポート共同体制は浸透しつつあるが、学生

目線での開催時期を含むガイダンス等の

企画を工夫及び改善していく。 

 

 

○各学科における個人面談及び基礎力レ

ポートⅠ（１年次）、キャリアアプローチ

（３年次）の活用状況。学科によって活用

のばらつきがあるため、就職委員経由で各

学科への働きかけを強化していく。 

 

 

 

○低学年から就職委員を中心とした学科

ごとでのゼミ・演習等を通してガイダンス

等の案内をすることで、学生の就職に対す

るさらなる意識付けを行った。 

 

 

○就職委員との共同体制により、オリエン

テーション等を利用し、入学時からのキャ

リア形成意欲の向上を図りガイダンスへ

の出席を促した。 

 

○就職委員経由で各学科への働きかけを

行い学生毎の就職状況を把握し、必要に応

じて担当（ゼミ）教員と連携し個別面談を
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○⑤卒業生への就職支援体制の

構築 

実施する。 

 

○キャリアセンター等の受け入れ体制が

整っている。 

卒業生からの相談は受け身であり、データ

のベース及び管理体制も整備できている。

しかしながら、既卒の求人検索利用数が非

常に少ない。 

同窓会や担当（ゼミ）教員との連携を進め

ていき、卒業後もキャリア支援課で支援が

受けられることをホームページへの掲示

などで周知していく。 

 

②キャリア形成力

や就業力を向上さ

せるために、教育

的効果の高いイン

ターンシップ（就

業体験）を積極的

に推進、充実させ

る。 

【D-10】 ○インターンシップ参加者数を

2017 年度ベースより 10％向上

させるため、正課科目のインタ

ーンシップの説明会を行い学生

の参加者増を促す。 

 

○昨年度より参加者を増やすことができ

たが、事業計画の 2017 年度ベースより

10％向上（54 名）は達成できていない。

12月 10日に参加者の振り返りを主な目的

とした「インタ－ンシップ報告会」を実施

した。 

年間参加状況 

 
参加率 104％（＝51 名（2019 年度）/49 名

（2017 年度） 

参加者数の増加。【事業計画の 2017 年度ベ

ースより 10％向上（54 名）】 

 

    

Ⅱ．研究・創作について 

教育の支えとなる研究・創作活動を、大学として支援する。 

 

 

    

１．研究・創作に関する中期目標 

芸術と文化の街という倉敷の世界的なイメージを大切にし、地（知）の拠点「COC」大学として、教育・研

究成果を発信する拠点となる。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

①「芸術と科学の

協調」に沿う研究

など、領域を横断

した総合研究を大

学として全面的に

推進・支援する。 

【D-11】 ○引き続き、「芸術と科学の協

調」共同研究、「学部学科」共

同研究を推進・支援しアクショ

ンプランに掲げたテーマ数５件

以上を保持する。（2018 年度「芸

術と科学の協調」共同研究」５

件、「学部学科」共同研究４件） 

 

○2019 年度「芸術と科学の協調」共同研

究５件、「学部学科」共同研究２件の申請

がありアクションプランに掲げたテーマ

数５件以上の継続を保持している。 

また、共同研究採択者２名が OUS フォーラ

ムでポスター展示を行い次年度の科研費

申請に向けての共同研究の推進を行った。 

②結果としての科

学研究費や外部資

金の確保など、目

に見えるかたちで

の社会的評価を得

【D-12】 ○科研費申請を行わない教員に

は「倉敷芸術科学大学研究計画

書」の提出を義務づけており、

科研費申請書に準じた研究計画

作成のもと、科研費等の外部資

○学内科研費説明会を実施し、科研費申請

率を増加させるよう促した。申請率を増加

させるよう個別に申請を促したが申請率

は 42％であった。 
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る。 金獲得に向けて申請を行うよう

促す。また、学内の「芸術と科

学の協調」共同研究、「学部学

科」共同研究への申請者、ある

いは採択者にも科研費等へ申請

するように働きかける。2018 年

度の科研費申請率は 47.0%と低

調であり、申請件数の増加が採

択率向上に繋がることから、申

請率を前年度より増加させる

（目標申請率：50%以上）。 

 

２．国際的競争力の強化に関する中期目標 

倉敷のブランド力を活かし、研究・創作活動の国際的競争力の強化を目指す。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

①海外の研究者や

アーティストとの

交流を積極的に行

う。 

【 D-13】 ○教員・学生の海外交流を全学

的に推進する。 

 

○2019 年度は海外より７名の留学生を受

け入れた。また本学からは留学・研修及び

その引率として７名の学生と２名の教員

を海外へ派遣した。内訳は以下の表のとお

りである。 

 

インターナショナルセンターFacebook ペ

ージを通じ、留学関連の情報を発信してい

る。また学生同士の交流の場としても活用

している。 

 

②在学生の留学を

促進するととも

に、優れた留学生

を確保する。 

【D-14】 ○留学生対象のアンケートを実

施して、今後の教育・生活環境

をより充実させるための、デー

タを作る。 

日本語能力テストの受験者数を

増やす。 

 

○アンケートの分析を行い、問 7.「日本

での１か月の生活費がどのくらいかかる

か、日本に来る前に、知っていましたか？」

の項目について、半数以上の留学生が日本

での生活費（１か月分）にどのくらいの金

額が必要かを理解していないことが判明

した。 

2019 年度の日本語能力テスト受験者数は

前期 43 名、後期 20 名で計 63 名（前年度

57 名）となり、過去最高を更新した。 
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Ⅲ．社会連携について 

大学の知的財産を活用し、地域の活性化、教育・研究の発展に寄

与する。 

 

    

１．社会連携に関する中期目標 

倉敷の芸術・文化の継承と地域創生を目的として、地域社会との連携を強化する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

①提携高校、他大

学、地場経済界、

自治体からなるプ

ラットフォーム

（連携拠点）を形

成する。 

【D-15】 ○大学と地域経済界との連携に

よる連携拠点（「まちなか研究

室まび－デジタル工房－」、倉

敷市真備町）を開設する。また、

もう一つの活動拠点となる加計

美術館の整備を進める。 

○大学と地域経済界との連携による連携

拠点（「まちなか研究室まび－デジタル工

房－」倉敷市真備町）を会場として、くら

しき作陽大学及び地元の真備中学校、真備

陵南高等学校と合同で倉敷市大学連携講

座（倉敷市主催）を実施した。 

また、ライフパーク倉敷で「若衆・町衆フ

ォーラム」をくらしき作陽大学と合同で倉

敷市大学連携講座として実施した。 

 

②地域プラットフ

ォーム（連携拠点）

間での共同研究、

人材相互交流等を

推進する。 

【D-16】 ○大学と地域経済界との連携に

よる連携拠点（「まちなか研究室

まび－デジタル工房－」、倉敷市

真備町）を開設し、ワークショ

ップ開催等を通じて、地域住民

を含めた地域社会との交流を推

進する。また、加計美術館にお

いても、作品展示、ワークショ

ップ等を行い、地域交流を進め

る。 

○大学と地域経済界との連携による連携

拠点（「まちなか研究室まび－デジタル工

房－」倉敷市真備町）を会場として、地域

住民を対象としたワークショップを定期

的に行い地域交流を進めている。 

 

    

２．高大接続（連携）改革に関する中期目標 

教育・研究成果を社会に発信し、地域社会の活性化に寄与する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

①提携高校との教

員及びカリキュラ

ム交流を強化し、

地域における高等

教育の体系的な教

育プログラムの整

備を行う。 

【D-17】 ○策定した指針を 2019 年度以

降の高大連携活動等の計画立案

及び運用に反映させる。 

 

 

 

○2019年度の高大連携活動等をまとめた。 
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②地域でのボラン

ティア活動、まち

づくりプロジェク

ト等の体験活動を

推進し、卒業生の

地域への定住化を

促進する。 

【D-18】 ○地域貢献科目群科目の受講者

を増やすため、学部学科で履修

指導を行った。また、学生が「く

らしき若衆」を目指しやすいよ

うに、「若衆実践演習」の配当年

次を３年次後期から３年次前期

に来年度より変更する。 

地域でのボランティア活動、ま

ちづくりプロジェクト等の体験

活動を通して学生が地域に関わ

る機会としてライフパーク倉敷

で倉敷みらい講座「若衆・町衆

フォーラム」を開催し地域貢献

活動の成果を発表した。 

 

○地域貢献科目群科目の受講者を増やす

ため、学部学科で履修指導を行った。また、

学生が「くらしき若衆」を目指しやすいよ

うに、「若衆実践演習」の配当年次を３年

次後期から３年次前期に来年度より変更

する。 

地域でのボランティア活動、まちづくりプ

ロジェクト等の体験活動を通して学生が

地域に関わる機会としてライフパーク倉

敷で倉敷みらい講座「若衆・町衆フォーラ

ム」を開催し地域貢献活動の成果を発表し

た。 

 

    

Ⅳ．内部質保証について 

大学としての質保証が自らの責任において自律的に進行するよ

うに、継続的な検証システムを整備し、運用を徹底する。 

 

    

１．内部質保証に関する中期目標 

内部質保証に関する全学の方針を定め、責任体制を明確にする。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

アクションプラン

自体の進捗状況や

有効性、効率性を

チェックし、方

針・規程・計画改

訂等を定期的に確

認、検証する体制

を構築する。 

【D-19】 ○進捗状況報告を基に改訂され

るアクションプランと本学の各

種方針等との整合性について検

証を行う。 

 

○次期認証評価も考慮に入れつつ詳細に

検討した結果、現行の中期目標・計画につ

いての期間は維持するが内容は大幅に改

訂・拡充すべきとの結論に達し、「自己点

検評価体制の見直しの基本方針」として纏

めた。この方針を学内の関連委員会に諮

り、最終的に３月４日の定期自己評価委員

会で承認した。 

 

 

 

 

２．教職員の能力開発に関する中期目標 

教職員の能力点検・評価、育成・能力向上を確認、検証する。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

教職員が適切な能

力を有しているこ

とを確認するため

の点検・評価や、

教職員の育成・能

力向上のための方

策を策定し、計画

的に FD･SD 研修を

実施する体制や仕

組みを構築する。 

【D-20】 ○「加計学園人材育成研修の方

針」「倉敷芸術科学大学職員人

材育成ビジョン」「倉敷芸術科

学大学目指すべき職員像」に基

づき能力向上のための研修の体

制、仕組みを構築する。また、

学園研修室で企画される研修を

考慮し、研修会を計画・実施す

る。 

○ SD の仕組みの構築とともに全学 FD に

おいて、岡山理科大学のシラバス改善の取

り組み状況を把握し、追ってディプロマポ

リシーを踏まえた単位認定基準、進級基

準、卒業認定基準の策定について本学の教

育推進センター所属教員を講師とした研

修が行われた。全学的な課題を他大学の先

例とともに再検証し効果的な FD の体制、

仕組みの構築を行った。 
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３．学習環境や学生支援の点検・改善に関する中期目標 

学習環境や学習支援・生活支援などを向上させる。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

施設・設備等に関

する点検・評価の

項目や基準を設定

し、改善を継続的

に実施する体制や

仕組みを構築す

る。 

【D-21】 ○学習環境としての施設・設備

等に関して、アンケート等を基

にした学生満足度向上のための

点検について、担当部署等と連

携して改善する体制を調整す

る。 

 

○施設・設備等の担当部署と連絡調整会議

を実施し、「学習環境や学生支援に係わる

施設・設備の点検・改善のための方針」を

作成した。 

 

 

 

 

 

    

４．質保証への外部関係者の関与に関する中期目標 

各種内部質保証検証において、定期的な外部意見聴取の機会を設ける。 

中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

外部関係者の参加

や意見聴取によ

り、質保証の客観

性や専門性を確保

し、公平で質の高

い点検・評価を実

施するための仕組

みを構築する。 

【D-22】 ○引き続き外部評価委員の意見

を聞く場を確保し、内部質保証

の観点から現状の自己点検・評

価の体制の適正性を検証する。 

 

○今年度は自己評価委員会所掌部署であ

る教育推進センターの事務職員及びセン

ター長が複数回外部委員と個別に面談し

て意見交換を行い意思疎通に努めた。「自

己点検評価の体制の見直しの基本方針」策

定も、その一部を反映したものである。 

特に、以前から外部委員に指摘されてい

た、大学内部での日常的な評価・検証と改

善への取組み強化については、新たに大学

執行部の主要メンバーを網羅した委員会、

部会を設け、必要に応じて随時開催して実

行能力を飛躍的に高めることとした。 

外部委員の構成については、中期目標・計

画の改定作業が終了した後に、改めて検討

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

Ⅴ．経営基盤の安定化について 

持続的に発展するために、組織、財政において経営基盤安定化に

向けた体制を構築する。 

 

    

１．経営基盤の安定化に関する中期目標 

大学の継続性に寄与する最大の要素は、地域における一定の肯定的なブランドイメージ及び信頼感である。

これらを確立するために、最大限の努力をはらう。 
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中期計画【D】 令和元年度事業計画 令和元年度事業報告 

（１）組織的な大学運営 

①全学的な教職協

働体制を整備す

る。（各種委員会位

置付け再編） 

【D-23】 ○全学的な教職協働体制の整備

に向け、昨年度調査した各種委

員会の抱える現状の課題を整理

する。 

 

○2020年度度事務組織改編案が決定した。

教員による運営関与組織である各センタ

ー案及び規程案が策定された。それに伴

い、各種委員会の再編も行われ、これらの

整備により具体的な事務、教員の協同体制

が整備された。 

年度末までには、各種規程案が協議会に提

出され確定した。 

 

②全学的な危機管

理体制及び事業継

続計画を整備する

とともに、リスク

マネジメントに関

する諸規程を整備

する。 

【D-24】 ○1）全学的な危機管理体制及び

事業継続計画（BCP）案骨子と具

体的な運営体制案を策定する。 

 

○2）BCP 案の策定に併せて、災

害発生の初期対応から早期に事

業を復旧するための規程等を整

備する。 

○1）全学的な危機管理体制及び大規模災

害時における事業継続計画（BCP）案と運

営体制案が了承され、確定した。 

 

○2）災害発生の初期対応から早期に事業

を復旧するための規定案等についても整

備された。 

 

③収入に対する人

件費比率適正化に

むけ、教員の採用

計画の策定、教員

定数等の設定を行

う。 

【D-25】 ○【D-2】の共通教育組織再編と

関連し、各学科における教育研

究分野の構成を見直す。 

 

○共通教育、初年度教育に関しては改革案

が各種会議体で了承された。2021 年度か

らの完全実施に向け、具体的に実行されつ

つある。学部・学科のあり方については、

引き続き執行部において活発に議論され

ており、収束地点が近づいている。 

 

（２）財政基盤の安定化 

①内部資源の見直

しや外部資源との

連携を図ることで

広報機能の強化・

ブランドの確立を

目指す。 

【D-26】 ○本学の内部資源、ブランド力

を改めて整理し、連携して広報

機能の強化を図るために、広報

関係者以外も含めた作業部会の

設置を進める。 

 

○学内資源を活用した広報強化活動は

色々行われてきたが、ブランド確立のため

の具体的な案を提示することはできなか

った。しかし、創造力のある大学としての

調査では中四国で１位だった。高大接続事

業やオープンキャンパス等の取り組みを

強化して広報活動を展開した。 

 

②経費抑制に向

け、中期的な予算

戦略を立案し、予

算編成・配分など

現行の仕組みを見

直す。 

【D-27】 ○経費抑制に向けた中期財務改

善計画案を策定する。 

 

○経費、人件費を見直した中長期収支見込

を作成し、常任理事会に提出・報告した。 

次年度に向け、大学院手当の支給対象の見

直しについて学内承認を得た。 

次年度に向け、事務効率化と職員数減を目

的とした事務組織の改変を実施する。 

 

③入試の変革、入

学者選抜体制の改

革を行い、入学者

の確保を目指す。 

【D-28】 ○新たな対象への広報発信を強

化するとともに、入試制度、奨

学金等各種制度の見直しや活用

によって、入学者の確保を目指

す。 

 

○新たな対象への広報発信を強化すると

ともに、入試制度、奨学金等各種制度を見

直し活用することで、新たな層の入学者を

確保することができた。 
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④寄付金を含む外

部資金獲得の増加

を目指す。 

【D-29】 ○科研費申請に対する取り組み

を引き続き強化するとともに、

寄付金を含む外部からの各種資

金受け入れ窓口の一本化に向け

た担当部署の整理を進める。 

 

○教員主体の活動強化に向け学外連携セ

ンターを研究連携センターに変更するこ

とが決定した。事務組織は、庶務が担当す

ることに決め、全体として窓口の一本化が

整備された。センターの構成員が前倒しで

動き出している。 

 

⑤学生納付金収入

以外の収入の多様

化に向け、本学の

遊休施設、設備

等々の有効利用を

策定する。 

【D-30】 ○学生納付金収入以外の収入の

多様化に向けて、改めて全体像

を見直し、実行可能な有効利用

案を策定する。 

○外部資金の一つである寄付金増加に向

け、規程を整備した。学生納付金収入以外

の収入の多様化が実行できなかったが、次

年度始動に向けての各種体制は構築でき

た。 

    

※以上の事業報告は、2020 年４月８日の大学協議会において承認された資料に基づき作成されたものです。 

※【D-数字】は、本学が定める中期計画項目番号です。 
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主な行事 

 

 

 

    

 4 月 3 日・ 4 日  入学前オリエンテーション 

 4 月 5 日  入学宣誓式 

 4 月 6 日  在学生オリエンテーション 

 4 月 7 日  大学院(通信制)入学宣誓式 

 4 月 8 日・9 日  新入生研修 

 4 月 10 日  前期授業開始 

 4 月 13 日  霞祭 

 6 月 2 日  春オープンキャンパス 

 7 月 27 日・28 日  夏オープンキャンパス 

 7 月 31 日～ 8 月 6 日  前期定期試験 

 8 月 17 日・18 日  教員免許状更新講習 

 8 月 24 日  真夏オープンキャンパス 

 9 月 7 日  教育懇談会(地方会場) 

 9 月 10 日・12 日  企業懇談会 

 9 月 15 日  教育懇談会(本学会場) 

 9 月 20 日  学位記授与式 

   留学生別科１年半コース入学宣誓式 

 9 月 24 日  後期オリエンテーション 

 9 月 25 日  後期授業開始 

 9 月 29 日  秋オープンキャンパス 

 10 月 26 日・27 日  芸科祭 

 10 月 27 日  ライブキャンパス 2019（一日体験入学）第１回目 

 11 月 16 日  入試合格者対象大学相談会１回目 

   ライブキャンパス 2019（一日体験入学）第２回目 

 12 月 14 日～22 日  第 10 回全国高校生現代アートビエンナーレ 

 1 月 11 日～26 日  大学院芸術研究科（博士課程・修士課程）修了制作展 

 1 月 15 日～19 日  芸術学部卒業制作展 

 1 月 18 日・19 日  大学入試センター試験 

 2 月 5 日～12 日  後期定期試験 

 2 月 15 日  入試合格者対象大学相談会２回目 

 3 月 23 日  学位記授与式（中止） 



 - 65 - 倉敷芸術科学大学 

 

 

学生・教職員数 
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（単位：千円）

平成30年度
決算額

令和元年度
決算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 1,954,704 1,932,700

経 常 費 等 補 助 金 221,232 155,398

そ の 他 収 入 185,992 153,540

計 2,361,928 2,241,638

人 件 費 1,954,746 1,891,824

教 育 研 究 経 費 757,071 704,850

管 理 経 費 278,986 264,441

そ の 他 支 出 2,791 2,048

計 2,993,594 2,863,163

△ 631,666 △ 621,525

収 受 取 利 息 等 3 2

支 借 入 金 利 息 等 8,277 6,979

△ 8,274 △ 6,977

△ 639,940 △ 628,502

収 資 産 売 却 差 額 等 549 3,267

支 資 産 処 分 差 額 等 1,150 4,266

△ 601 △ 999

△ 640,541 △ 629,501

△ 147,979 △ 117,252

△ 788,520 △ 746,753

基本金組入額合計
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■卒業者数等一覧 

 

 

 

■事業活動収支                  ■施設設備整備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

（令和元年度）

就職希望者 就職者 就職率 留年者

A B B/A ※１

博士 1 0 1 1 100.0% 1 0 0

修士 6 0 3 3 100.0% 2 0 1 0

273 0 209 213 98.1% 11 45 23 44

0 0 - - - - 0 0 0

- - - - - - - - -

別科 留学生 28 0 12 0 0

※１ 修業年限を超えて在籍している学生数（令和2年4月1日現在） （単位：人）

㈱ユニクロ、両備ホールディングス㈱、岡山西農業協同組合、津山農業共同組合、合志市役所、小林市役所

四国こどもとおとなの医療センター、南岡山医療センター、倉敷成人病センター、倉敷中央病院

三原医師会病院、アイビー動物クリニック、ＡＳＡＰ動物病院、草津犬猫病院

岡山県警察本部、岡山市消防局、玉野市消防本部、姫路市消防局、関西医科大学附属病院、高知大学附属病院

㈱日経映像、ＨＲＴニューオータニ㈱、萩原工業㈱、㈱バンダイナムコスタジオ、三菱ケミカル㈱

倉敷せとうち児島ホテル、大洋ポーク㈱、富山ガラス工房、㈱なかやま牧場、西日本旅客鉄道㈱

修了者・
卒業者

満期
退学

進学者
退学者・
除籍者

休学者

㈱アームズ、エリエールプロダクト㈱、岐阜プラスチック工業㈱、㈱倉敷ケーブルテレビ

大学院

学部

大学院（通信制）

学部（通信教育課程）

主な就職先

区分

財務関係 

 

 

 

 

（単位：千円）

事業名 金額

ヘルスピア倉敷外壁改修工事（第３期） 20,670

２号館トイレ改修工事 32,065


